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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年6月24日(2010.6.24)

【公開番号】特開2008-282099(P2008-282099A)
【公開日】平成20年11月20日(2008.11.20)
【年通号数】公開・登録公報2008-046
【出願番号】特願2007-123665(P2007-123665)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ２００Ｅ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３５０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    １７０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月10日(2010.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数画像からなる検索対象画像を指定する検索対象画像指定手段と、
　検索条件を入力する検索条件入力手段と、
　前記検索対象画像から特徴量を抽出する特徴量抽出手段と、
　入力された前記検索条件に適合するように前記特徴量を変換する特徴量変換手段と、
　前記変換後の特徴量を使用して、前記検索条件を満たす画像が前記検索対象画像に存在
するか判定する判定手段と
　を具備することを特徴とする画像検索装置。
【請求項２】
　前記特徴量は、前記検索対象画像における主要被写体の位置情報を含み、
　前記特徴量変換手段は、前記特徴量に含まれる、前記主要被写体の位置情報を、前記検
索条件において規定される座標系の座標に変換する座標変換手段を具備すること
　を特徴とする請求項１に記載の画像検索装置。
【請求項３】
　前記座標変換手段は、検索対象画像の中心部の座標系について、長辺方向の座標間隔を
短辺方向の座標間隔と同じ座標間隔となるように変換し、かつ、検索対象画像の端部の座
標系について、長辺方向の座標間隔を短辺方向の座標間隔より広い座標間隔になるように
変換することを特徴とする請求項２に記載の画像検索装置。
【請求項４】
　前記主要被写体は顔であり、前記検索条件入力手段は、前記顔の位置、大きさ、傾きを
指定する入力を受けることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の画像検
索装置。
【請求項５】
　前記判定手段による判定結果に応じて、前記検索条件による検索結果の画像を類似度の
高い順に表示する手段を具備することを特徴とする請求項１項に記載の画像検索装置。
【請求項６】
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　画像検索装置における画像検索方法において、
　複数画像からなる検索対象画像を指定する検索対象画像指定工程と、
　検索条件を入力する検索条件入力工程と、
　前記検索対象画像から特徴量を抽出する特徴量抽出工程と、
　入力された前記検索条件に適合するように前記特徴量を変換する特徴量変換工程と、
　前記変換後の特徴量を使用して、前記検索条件を満たす画像が前記検索対象画像に存在
するか判定する判定工程と
　を含むことを特徴とする画像検索方法。
【請求項７】
　前記特徴量は、前記検索対象画像における主要被写体の位置情報を含み、
　前記特徴量変換工程は、前記特徴量に含まれる、前記主要被写体の位置情報を、前記検
索条件において規定される座標系の座標に変換する座標変換工程を含むことを特徴とする
請求項６に記載の画像検索方法。
【請求項８】
　前記座標変換工程は、検索対象画像の中心部の座標系について、長辺方向の座標間隔を
短辺方向の座標間隔と同じ座標間隔となるように変換し、かつ、検索対象画像の端部の座
標系について、長辺方向の座標間隔を前記短辺方向の座標間隔より広い座標間隔になるよ
うに変換することを特徴とする請求項７に記載の画像検索方法。
【請求項９】
　前記主要被写体は顔であり、前記検索条件入力工程において、前記顔の位置、大きさ、
傾きを指定する入力を受けることを特徴とする請求項６から請求項８のいずれかに記載の
画像検索方法。
【請求項１０】
　前記判定手段による判定結果に応じて、前記検索条件による検索結果の画像を類似度の
高い順に表示する工程を含むことを特徴とする請求項６項に記載の画像検索方法。
【請求項１１】
　複数画像からなる検索対象画像を指定する検索対象画像指定工程と、
　検索条件を入力する検索条件入力工程と、
　前記検索対象画像から特徴量を抽出する特徴量抽出工程と、
　入力された前記検索条件に適合するように前記特徴量を変換する特徴量変換工程と、
　前記変換後の特徴量を使用して、前記検索条件を満たす画像が前記検索対象画像に存在
するか判定する判定工程と
　を含む画像検索方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプログラムを記録したコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記問題を解決するために、本発明の画像検索装置は、複数画像からなる検索対象画像
を指定する検索対象画像指定手段と、検索条件を入力する検索条件入力手段と、前記検索
対象画像から特徴量を抽出する特徴量抽出手段と、入力された前記検索条件に適合するよ
うに前記特徴量を変換する特徴量変換手段と、前記変換後の特徴量を使用して、前記検索
条件を満たす画像が前記検索対象画像に存在するか判定する判定手段とを具備することを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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